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inrluenzaeの薬剤感受性 に関する検討

冨山 道夫 (とみやま医院 )

近年小児より検出される S.pnetLmOniae,H.influ-
enmeの寒剤感受性に関 して.PISP,PRSP (以下

DRSP)や BLNAR など ABPC に対する感受性が

低下した株の増加が指摘され.全国的なサーベイランス

も1994年より実施されている.今回は 1995年と1999

年に当院を受診 した小児 より検LLliされた S.pnetL-

monioe(1995年30株,1999年50株),H.t'nflLLenZae

(1995年61株,1999年50株)の程Ll抗生物質に対する薬

剤感受性検査を行い,耐性菌の動向に関する検討を行っ

た.DRSP は 1995年 PISP 9株 (30%工 1999年

PISP27株,PRSP3株計30株 (609も),BLNAR は

1995年13株 (21%),1999年17株 (34%),,31laetam

asc産生 H.inflLu,n=aeは1995年3株 (5%).1999

年 1株 (29,+01検出され,DRSP,BI.｡NAR の増加傾

向がみられた.DRSP に対する抗菌力が期待される

CDTR の寒剤感受性は,1995年 MICSOO.25/Lg/mL,

MIC901g/mL,1999年 h･･ⅠIC500.5!Lg/mL,礼,IIC901

/Lg/mL と MIC50が1菅上昇し.感受性株が耐性株に

推移している傾向を認めた.
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｢小児科領域 における市中感染症と化学療法
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1)CrowIFukase症候群に対 してポ1)ミキ シ

ン吸着 ･血祭交換療法 を試みた一例
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徐々に脂水貯留も認め,某院内科にて腹水除去を繰 り返

していた.2000年5J.3頃よiト左下肢の筋力低下に気づ

き,徐々に四肢筋力低下が進行したため.6F:ヨ20E]当院

神経内科入院.ポ1)ニューロバナー,肝腺腫.柾治性腹

水,無月経,甲状腺機能低下,皮膚血管腫,全身浮腫,

血清 九･,I蛋白 (IgM-A)陽性.lfl1滴 VEGF (vaso-

endotJllialgrowthfactor)高値を認め.('row-Fu

kase症候群 (POEh･･IS症候群)と診断した.ステロf

ドパルス療法を開始し.左上肢の神経症状の改善を認め

たが,全身浮腫,腹水貯留傾向に変化認めず,礼,iP療法

を開始 Lたが.効果はなお不十分であった.2000年9月

5田,中心静脈カテ-テルからの感染より敗血症性ショッ

クを来L.人工呼吸器管理下においてポlJミキシン吸着

を行った.施行後より血圧上昇し尿量も増加した.抗生

剤で感染症を十分コントロールし.原疾患に対して9月

12[7より血症交換を開始した.

2)当院におけるエ ン ドトキ シ ン吸 着療法の問

題点

中山 均 摘 驚健鰯 院)

網 憲治 を臨床晶 科 )

当院では昨年一年間に7例の敗血症性ショ､ソク,感染

による SIRS.に対 してエンドトキシン吸着 (PMX)

を施行し.6例救命できた.エンドトキシン吸着後は血


